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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のＲＦ受信信号を受信する受信回路と前記受信回路のためのチャンネル選択フ
ィルタとを具備する半導体集積回路であって、
　前記チャンネル選択フィルタは、第１段フィルタと第２段フィルタとの従属接続によっ
て構成され、
　前記第１段フィルタは、第１段演算増幅器と、前記第１段演算増幅器の入力端子に接続
された第１入力抵抗と、前記第１段演算増幅器の前記入力端子と出力端子との間に接続さ
れた第１帰還容量とを含む完全積分器によって構成され、
　前記第２段フィルタは、第２段演算増幅器と、前記第２段演算増幅器の入力端子に接続
された第２入力抵抗と、前記第２段演算増幅器の前記入力端子と出力端子との間に接続さ
れた第２帰還容量と可変帰還抵抗との並列接続とを含む不完全積分器によって構成された
ことを特徴とする半導体集積回路。
【請求項２】
　前記チャンネル選択フィルタは、前記第１段演算増幅器の前記入力端子と前記第２段演
算増幅器の前記出力端子との間に接続された入出力帰還抵抗を更に含むことを特徴とする
請求項１に記載の半導体集積回路。
【請求項３】
　前記第１段演算増幅器と前記第１入力抵抗と前記第１帰還容量と、前記第２段演算増幅
器と前記第２入力抵抗と前記第２帰還容量と前記可変帰還抵抗と、前記入出力帰還抵抗と
は、半導体チップの内部に集積化されたこと特徴とする請求項２に記載の半導体集積回路
。
【請求項４】
　前記第１段演算増幅器と前記第２段演算増幅器とは、入出力端子が差動形式とされ、前
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記第１入力抵抗は２個の抵抗を含み、前記第１帰還容量は２個の容量を含み、前記第２入
力抵抗は２個の抵抗を含み、前記第２帰還容量は２個の容量を含み、前記可変帰還抵抗は
２個の抵抗を含み、前記入出力帰還抵抗は２個の抵抗を含み、
　前記第１入力抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは前記第１段演算増幅器の反転入力端子
と非反転入力端子とにそれぞれ接続され、前記第１帰還容量の一方の容量と他方の容量と
は前記第１段演算増幅器の前記反転入力端子と非反転出力端子との間と前記第１段演算増
幅器の前記非反転入力端子と反転出力端子との間とにそれぞれ接続され、
　前記第２入力抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは、前記第１段演算増幅器の前記非反転
出力端子と前記第２段演算増幅器の反転入力端子との間と前記第１段演算増幅器の前記反
転出力端子と前記第２段演算増幅器の非反転入力端子との間とにそれぞれ接続され、
　前記第２帰還容量の一方の容量と前記可変帰還抵抗の一方の抵抗との一方の並列接続は
前記第２段演算増幅器の前記反転入力端子と非反転出力端子との間とにそれぞれ接続され
、前記第２帰還容量の他方の容量と前記可変帰還抵抗の他方の抵抗との他方の並列接続は
前記第２段演算増幅器の前記非反転入力端子と反転出力端子との間とにそれぞれ接続され
、
　前記入出力帰還抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは、前記第１段演算増幅器の前記反転
入力端子と前記第２段演算増幅器の前記反転出力端子との間と前記第１段演算増幅器の前
記非反転入力端子と前記第２段演算増幅器の前記非反転出力端子との間とにそれぞれ接続
されたことを特徴とする請求項３に記載の半導体集積回路。
【請求項５】
　前記チャンネル選択フィルタのカットオフ周波数は、高カットオフ周波数と低カットオ
フ周波数とに設定可能とされ、
　前記チャンネル選択フィルタが前記低カットオフ周波数に設定される際の前記可変帰還
抵抗の前記第２入力抵抗および前記入出力帰還抵抗との比は、前記チャンネル選択フィル
タが前記高カットオフ周波数に設定される際の前記可変帰還抵抗の前記第２入力抵抗およ
び前記入出力帰還抵抗との比より小さな値に設定されることを特徴とする請求項４に記載
の半導体集積回路。
【請求項６】
　前記チャンネル選択フィルタは、前段チャンネル選択フィルタと後段チャンネル選択フ
ィルタとの従属接続を含み、
　前記前段チャンネル選択フィルタと前記後段チャンネル選択フィルタの各チャンネル選
択フィルタは、前記第１段フィルタと前記第２段フィルタとの前記従属接続によって構成
されたことを特徴とする請求項５に記載の半導体集積回路。
【請求項７】
　前記半導体集積回路の前記受信回路と前記チャンネル選択フィルタとは、低雑音増幅器
、Ｉ信号ミキサー、第１チャンネル選択フィルタ、第１増幅器、Ｑ信号ミキサー、第２チ
ャンネル選択フィルタ、第２増幅器、９０度移相器、ＲＦ電圧制御発振器を含み、
　前記ＲＦ電圧制御発振器と前記９０度移相器とによって、略９０度の位相差を持つＩロ
ーカル信号とＱローカル信号とが、前記Ｉ信号ミキサーと前記Ｑ信号ミキサーとにそれぞ
れ供給され、
　前記ＲＦ受信信号は前記低雑音増幅器の入力端子に供給され、前記低雑音増幅器のＲＦ
受信増幅信号は直交ダウンコンバージョンミキサーを構成する前記Ｉ信号ミキサーと前記
Ｑ信号ミキサーにそれぞれ供給され、
　前記Ｉ信号ミキサーから生成されるＩ受信信号は前記第１チャンネル選択フィルタと前
記第１増幅器とに供給される一方、前記Ｑ信号ミキサーから生成されるＱ受信信号は前記
第２チャンネル選択フィルタと前記第２増幅器とに供給される。
　前記第１チャンネル選択フィルタと前記第２チャンネル選択フィルタとの各チャンネル
選択フィルタは、前記前段チャンネル選択フィルタと前記後段チャンネル選択フィルタと
の前記従属接続を含むことを特徴とする請求項６に記載の半導体集積回路。
【請求項８】
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　前記受信回路の前記Ｉ信号ミキサーと前記Ｑ信号ミキサーで構成された前記直交ダウン
コンバージョンミキサーは、ダイレクト・コンバージョン・レシーバーまたはローＩＦレ
シーバーのいずれかを構成することを特徴とする請求項７に記載の半導体集積回路。
【請求項９】
　前記第１チャンネル選択フィルタと前記第２チャンネル選択フィルタとの前記各チャン
ネル選択フィルタのカットオフ周波数は、ロング・ターム・エボリューション方式に従っ
て高カットオフ周波数と低カットオフ周波数とに設定可能とされることを特徴とする請求
項８に記載の半導体集積回路。
【請求項１０】
　前記低雑音増幅器の前記入力端子に供給される前記ＲＦ受信信号は、ＷＣＤＭＡ方式に
よるＲＦ受信信号であることを特徴とする請求項９に記載の半導体集積回路。
【請求項１１】
　半導体集積回路を搭載した無線通信端末であって、
　前記半導体集積回路は、無線通信のＲＦ受信信号を受信する受信回路と前記受信回路の
ためのチャンネル選択フィルタとを具備して、
　前記チャンネル選択フィルタは、第１段フィルタと第２段フィルタとの従属接続によっ
て構成され、
　前記第１段フィルタは、第１段演算増幅器と、前記第１段演算増幅器の入力端子に接続
された第１入力抵抗と、前記第１段演算増幅器の前記入力端子と出力端子との間に接続さ
れた第１帰還容量とを含む完全積分器によって構成され、
　前記第２段フィルタは、第２段演算増幅器と、前記第２段演算増幅器の入力端子に接続
された第２入力抵抗と、前記第２段演算増幅器の前記入力端子と出力端子との間に接続さ
れた第２帰還容量と可変帰還抵抗との並列接続とを含む不完全積分器によって構成された
ことを特徴とする無線通信端末。
【請求項１２】
　前記チャンネル選択フィルタは、前記第１段演算増幅器の前記入力端子と前記第２段演
算増幅器の前記出力端子との間に接続された入出力帰還抵抗を更に含むことを特徴とする
請求項１１に記載の無線通信端末。
【請求項１３】
　前記第１段演算増幅器と前記第１入力抵抗と前記第１帰還容量と、前記第２段演算増幅
器と前記第２入力抵抗と前記第２帰還容量と前記可変帰還抵抗と、前記入出力帰還抵抗と
は、半導体チップの内部に集積化されたこと特徴とする請求項１２に記載の無線通信端。
【請求項１４】
　前記第１段演算増幅器と前記第２段演算増幅器とは、入出力端子が差動形式とされ、前
記第１入力抵抗は２個の抵抗を含み、前記第１帰還容量は２個の容量を含み、前記第２入
力抵抗は２個の抵抗を含み、前記第２帰還容量は２個の容量を含み、前記可変帰還抵抗は
２個の抵抗を含み、前記入出力帰還抵抗は２個の抵抗を含み、
　前記第１入力抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは前記第１段演算増幅器の反転入力端子
と非反転入力端子とにそれぞれ接続され、前記第１帰還容量の一方の容量と他方の容量と
は前記第１段演算増幅器の前記反転入力端子と非反転出力端子との間と前記第１段演算増
幅器の前記非反転入力端子と反転出力端子との間とにそれぞれ接続され、
　前記第２入力抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは、前記第１段演算増幅器の前記非反転
出力端子と前記第２段演算増幅器の反転入力端子との間と前記第１段演算増幅器の前記反
転出力端子と前記第２段演算増幅器の非反転入力端子との間とにそれぞれ接続され、
　前記第２帰還容量の一方の容量と前記可変帰還抵抗の一方の抵抗との一方の並列接続は
前記第２段演算増幅器の前記反転入力端子と非反転出力端子との間とにそれぞれ接続され
、前記第２帰還容量の他方の容量と前記可変帰還抵抗の他方の抵抗との他方の並列接続は
前記第２段演算増幅器の前記非反転入力端子と反転出力端子との間とにそれぞれ接続され
、
　前記入出力帰還抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは、前記第１段演算増幅器の前記反転
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入力端子と前記第２段演算増幅器の前記反転出力端子との間と前記第１段演算増幅器の前
記非反転入力端子と前記第２段演算増幅器の前記非反転出力端子との間とにそれぞれ接続
されたことを特徴とする請求項１３に記載の無線通信端末。
【請求項１５】
　前記チャンネル選択フィルタのカットオフ周波数は、高カットオフ周波数と低カットオ
フ周波数とに設定可能とされ、
　前記チャンネル選択フィルタが前記低カットオフ周波数に設定される際の前記可変帰還
抵抗の前記第２入力抵抗および前記入出力帰還抵抗との比は、前記チャンネル選択フィル
タが前記高カットオフ周波数に設定される際の前記可変帰還抵抗の前記第２入力抵抗およ
び前記入出力帰還抵抗との比より小さな値に設定されることを特徴とする請求項１４に記
載の無線通信端末。
【請求項１６】
　前記チャンネル選択フィルタは、前段チャンネル選択フィルタと後段チャンネル選択フ
ィルタとの従属接続を含み、
　前記前段チャンネル選択フィルタと前記後段チャンネル選択フィルタの各チャンネル選
択フィルタは、前記第１段フィルタと前記第２段フィルタとの前記従属接続によって構成
されたことを特徴とする請求項１５に記載の無線通信端末。
【請求項１７】
　前記半導体集積回路の前記受信回路と前記チャンネル選択フィルタとは、低雑音増幅器
、Ｉ信号ミキサー、第１チャンネル選択フィルタ、第１増幅器、Ｑ信号ミキサー、第２チ
ャンネル選択フィルタ、第２増幅器、９０度移相器、ＲＦ電圧制御発振器を含み、
　前記ＲＦ電圧制御発振器と前記９０度移相器とによって、略９０度の位相差を持つＩロ
ーカル信号とＱローカル信号とが、前記Ｉ信号ミキサーと前記Ｑ信号ミキサーとにそれぞ
れ供給され、
　前記ＲＦ受信信号は前記低雑音増幅器の入力端子に供給され、前記低雑音増幅器のＲＦ
受信増幅信号は直交ダウンコンバージョンミキサーを構成する前記Ｉ信号ミキサーと前記
Ｑ信号ミキサーにそれぞれ供給され、
　前記Ｉ信号ミキサーから生成されるＩ受信信号は前記第１チャンネル選択フィルタと前
記第１増幅器とに供給される一方、前記Ｑ信号ミキサーから生成されるＱ受信信号は前記
第２チャンネル選択フィルタと前記第２増幅器とに供給される、
　前記第１チャンネル選択フィルタと前記第２チャンネル選択フィルタとの各チャンネル
選択フィルタは、前記前段チャンネル選択フィルタと前記後段チャンネル選択フィルタと
の前記従属接続を含むことを特徴とする請求項１６に記載の無線通信端末。
【請求項１８】
　前記受信回路の前記Ｉ信号ミキサーと前記Ｑ信号ミキサーで構成された前記直交ダウン
コンバージョンミキサーは、ダイレクト・コンバージョン・レシーバーまたはローＩＦレ
シーバーのいずれかを構成することを特徴とする請求項１７に記載の無線通信端末。
【請求項１９】
　前記第１チャンネル選択フィルタと前記第２チャンネル選択フィルタとの前記各チャン
ネル選択フィルタのカットオフ周波数は、ロング・ターム・エボリューション方式に従っ
て高カットオフ周波数と低カットオフ周波数とに設定可能とされることを特徴とする請求
項１８に記載の無線通信端末。
【請求項２０】
　前記低雑音増幅器の前記入力端子に供給される前記ＲＦ受信信号は、ＷＣＤＭＡ方式に
よるＲＦ受信信号であることを特徴とする請求項１９に記載の無線通信端末。
【請求項２１】
　無線通信のＲＦ受信信号を受信する受信回路と前記受信回路のためのチャンネル選択フ
ィルタとを具備する半導体集積回路であって、
　前記チャンネル選択フィルタは、第１段フィルタと第２段フィルタとの従属接続によっ
て構成され、
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　前記第１段フィルタは、第１段演算増幅器と、前記第１段演算増幅器の入力端子に接続
された第１入力抵抗と、前記第１段演算増幅器の前記入力端子と出力端子との間に接続さ
れた第１帰還容量とを含む第１積分器によって構成され、
　前記第２段フィルタは、第２段演算増幅器と、前記第２段演算増幅器の入力端子に接続
された第２入力抵抗と、前記第２段演算増幅器の前記入力端子と出力端子との間に接続さ
れた第２帰還容量と可変帰還抵抗との並列接続とを含む第２積分器によって構成されたこ
とを特徴とする半導体集積回路。
【請求項２２】
　前記第１演算増幅器の出力端子は、前記第２入力抵抗を介して前記第２演算増幅器と電
気的に接続され、
　前記第２積分器は、前記第２帰還容量の電荷が前記可変帰還抵抗で放電される請求項２
１に記載の半導体集積回路。
【請求項２３】
　前記チャンネル選択フィルタは、前記第１段演算増幅器の前記入力端子と前記第２段演
算増幅器の前記出力端子との間に接続された入出力帰還抵抗を更に含むことを特徴とする
請求項２２に記載の半導体集積回路。
【請求項２４】
　前記第１段演算増幅器と前記第１入力抵抗と前記第１帰還容量と、前記第２段演算増幅
器と前記第２入力抵抗と前記第２帰還容量と前記可変帰還抵抗と、前記入出力帰還抵抗と
は、半導体チップの内部に集積化されたこと特徴とする請求項２３に記載の半導体集積回
路。
【請求項２５】
　前記第１段演算増幅器と前記第２段演算増幅器とは、入出力端子が差動形式とされ、前
記第１入力抵抗は２個の抵抗を含み、前記第１帰還容量は２個の容量を含み、前記第２入
力抵抗は２個の抵抗を含み、前記第２帰還容量は２個の容量を含み、前記可変帰還抵抗は
２個の抵抗を含み、前記入出力帰還抵抗は２個の抵抗を含み、
　前記第１入力抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは前記第１段演算増幅器の反転入力端子
と非反転入力端子とにそれぞれ接続され、前記第１帰還容量の一方の容量と他方の容量と
は前記第１段演算増幅器の前記反転入力端子と非反転出力端子との間と前記第１段演算増
幅器の前記非反転入力端子と反転出力端子との間とにそれぞれ接続され、
　前記第２入力抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは、前記第１段演算増幅器の前記非反転
出力端子と前記第２段演算増幅器の反転入力端子との間と前記第１段演算増幅器の前記反
転出力端子と前記第２段演算増幅器の非反転入力端子との間とにそれぞれ接続され、
　前記第２帰還容量の一方の容量と前記可変帰還抵抗の一方の抵抗との一方の並列接続は
前記第２段演算増幅器の前記反転入力端子と非反転出力端子との間とにそれぞれ接続され
、前記第２帰還容量の他方の容量と前記可変帰還抵抗の他方の抵抗との他方の並列接続は
前記第２段演算増幅器の前記非反転入力端子と反転出力端子との間とにそれぞれ接続され
、
　前記入出力帰還抵抗の一方の抵抗と他方の抵抗とは、前記第１段演算増幅器の前記反転
入力端子と前記第２段演算増幅器の前記反転出力端子との間と前記第１段演算増幅器の前
記非反転入力端子と前記第２段演算増幅器の前記非反転出力端子との間とにそれぞれ接続
されたことを特徴とする請求項２４に記載の半導体集積回路。
【請求項２６】
　前記チャンネル選択フィルタのカットオフ周波数は、高カットオフ周波数と低カットオ
フ周波数とに設定可能とされ、
　前記チャンネル選択フィルタが前記低カットオフ周波数に設定される際の前記可変帰還
抵抗の前記第２入力抵抗および前記入出力帰還抵抗との比は、前記チャンネル選択フィル
タが前記高カットオフ周波数に設定される際の前記可変帰還抵抗の前記第２入力抵抗およ
び前記入出力帰還抵抗との比より小さな値に設定されることを特徴とする請求項２５に記
載の半導体集積回路。
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